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徳

水

満
州
開
拓
の
経
過
と
長
噺
％
か
ら
の
間
拓
民

は

じ

め

に

昭
和
初
期
、
長
野
県
に
お
け
る
満
州
開
拓
移
民
の
送
出
総
数
は
三
万
三
〇
〇
〇
人
に
達
し
、

全
国
の

一
二

・
五
ヂ
ロ
を
占
め
て
い
た
。　
そ
の
数
の
多
さ
と
と
も
に
、　
こ
の
満
州
開
拓
移
民
事

業
に
集
中
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
苦
難
の
歴
史
は
、
当
歴
史
館
の
常
設
展
示

（タ
イ
ト
ル

「昭
和
恐

慌
と
満
州
移
民
し

に
も
特
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

五
〇
年
以
上
を
経
た
今
日
、

一
つ
の
節
目
が
意
識
さ
れ
て
、
満
州
開
拓
当
時
の
厳
し
い
体
験
と
苦
労
が
風
化
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
苦
い
教
訓
の
中
に
現
代
に
生
か
さ
れ
る
も
の
が
な
い
の
か
と
、
今
回
こ
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
た
。

昭
和
恐
慌
と
い
わ
れ
る
大
不
況
を
打
開
す
る
た
め
、
農
村
経
済
更
生
運
動
の

一
環
に
満
州
移

民
が
重
要
な
国
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。　
そ
の
要
請
に
応
え
て
、

「
五
族
協
和

。
王
道
楽

土
」
の
建
設
運
動
が
官
民

一
体
と
な

っ
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た
。
特
に
、
長
野
県
が
取
り
組
ん

だ
独
自
の
満
州
開
拓
政
策
と
し
て
、
「満
州
信
濃
村

ｏ
満
州
長
野
村
建
設
の
全
県
的
編
成
移
民
」

や

「分
村
移
民
」
な
ど
大
量
の
移
民
が
展
開
さ
れ
た

（
一
九
二
一
―

一
九
二
九
年
）。
そ
れ
ら
の
実

態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
論
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
長
野
県
に
か
か
わ
る
満
州
開
拓
概
説
史
で
は
、
長
野
県
開
拓
自
興
会
編

『長
野

県
満
州
開
拓
史
』

（
一
九
八
四
年
）

が
定
説
に
な

っ
て
い
る
。

大
量
移
民
に
つ
い
て
は
、

柚
木

俊

一
は
経
済
更
生
で
耕
地
を
適
性
規
模
に
再
編
成
す
る
た
め
分
村
移
民
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
述

べ
、
池
上
甲

一
は
、
分
村
移
民
は
農
業
過
剰
人
口
の
是
正
の
目
的
だ
け
で
な
い
と
評
価
し
た
。

玉
真
之
介
は
、
分
村
移
民
が
満
州
国
で
の
農
業
開
発
を
担
う
要
員
で
あ

っ
た
と
分
析
し
た
。
ま

英

夫

た
、

「
日
本

。
中
国
共
同
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
」

（
一
九
九
五
年
、
松
本
市
）

が
組
織
さ
れ
、
多
く

の
証
言
が
分
析
さ
れ
研
究
の
視
点
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
２

）
昭
和
恐
慌
と
対
応
策
と
し
て
の
移
民
、
（一
じ
満
州
開
拓
事
業
の
経
過
、

↑
し
満
州
移
民
の
営
農

ｏ
生
活
と
帰
国
後
の
開
拓
事
業
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

一
一　
昭
和
恐
慌
と
対
応
策
と
し
て
の
移
民

１
　
昭
和
恐
慌

の
発
生
と
農
村
経
済
更
生
運
動

第

一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況

。
好
況
の
波
か
ら
、　
一
九
二
六
年

（大
正

一
五
）
以
降
は
本
格

的
な
景
気
の
後
退
が
始
ま

っ
た
。　
そ
こ
へ
一
九
二
七
年

（昭
和
一
し

の
金
融
恐
慌
と
大
霜
害
が

重
な
り
、
当
時
の
長
野
県
経
済
の
七
〇
ヂ
［ま
で
も
占
め
て
い
た
蚕
糸
業
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
。
そ
し
て
、　
一
九
二
〇
年
に
は
世
界
大
恐
慌
の
影
響
も
お
よ
ん
で
き
て
、
繭
価
は
四
分
の

一
に
暴
落
し
た

（表
１
）。
そ
の
年
は
米
価
も
豊
作
飢
饉
に
よ
り
、　
一
石
二
五
円
か
ら

一
五
円

に
値
下
が
り
し
て
、
長
野
県
下
の
農
家
は

三
戸
当
た
り

一
〇
〇
〇
円
以
上
も
の
負
債
を
抱
え
込

ん
だ
。　
一
一
月
に
は
県
下
第

一
の
信
濃
銀
行
が
預
金
の
支
払
い
停
止
を
発
表
し
、
個
人
ば
か
り

で
な
く
、
市
町
村
や
産
業
組
合
な
ど
の
法
人
の
機
能
ま
で
も
麻
痺
し
た
。

農
家
の
子
女
の
主
な
働
き
場
所
で
あ

っ
た
製
糸
工
場
が

一
斉
に
休
業
し
、　
一
九
二
〇
年
に
は

須
坂
の
山
丸
組
、
岡
谷
の
山
十
組
を
は
じ
め
信
州
を
代
表
す
る
製
糸
工
場
な
ど

一
九
工
場
が
倒

産
し
、
八
四
七
工
場
の
う
ち
三

一
九
工
場
で
賃
金
未
払
い
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
の
八

月

一
日
付
け
で
、
失
業
者
は
九
七
〇
〇
人
、
半
失
業
者
は
五
万
八
〇
〇
〇
人
と
な

っ
た
。
特
に
、

“



満州開拓の経過と長野県からの開拓民

表 1 長野県下の繭価格の変動 農
村
の
窮
状
が
広
が
り
、
八
割
の
家
が
麦
三
分
の
麦
飯
を
常
食
に
し
、
ま
た
、
野
菜
を
混
ぜ
た

鞣
飯
を
食
べ
る
よ
う
な
状
態
に
な

っ
た
。
電
気
も
休
灯

・
廃
灯
す
る
家
が
三
割
に
も
及
ん
だ
。

学
校
で
は
弁
当
を
持
参
で
き
な
い
子
ど
も
や
、
子
守
り
や
手
伝
い
の
た
め
欠
席
す
る
児
童

・
生

徒
が
二
〇
〇
〇
人
に
も
達
し
た
。
不
況
は
商
業

・
交
通
業
な
ど
第
二
次
産
業
に
も
及
ん
だ
。

長
野
県
に
お
い
て
は
、　
一
九
二
〇
年

（昭
和
五
）
九
月
二
日
に

「県
民
経
済
救
済
」

の
た
め

の
臨
時
県
会
が
招
集
さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
、
買
１
）
耕
種
農
業
で
は
養
蚕
偏
重
の
弊
を
打
破

す
る
た
め
、
畜
産

・
果
樹
栽
培

ｏ
副
業

・
自
給
肥
料
の
増
産
な
ど
積
極
的
に
奨
励
す
る
。

（２
）

養
蚕
で
は
稚
蚕
共
同
飼
育
を
奨
め
て
、

生
産
費
の
引
き
下
げ
を
図
る
。
」

な
ど
の
県
独
自
の
新

施
策
も
お
こ
な
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
国
の

「失
業
救
済
農
村
漁
村
臨
時
対
策
低
利
資

金
」
か
ら
の
五
二
七
万
七
〇
〇
〇
円

（年
率
四
分
一
一厘
）
を
割
当
て
た
が
、
南
佐
久
郡
野
沢
町

（佐
久
市
）
を
は
じ
め
三
四
か
町
村
か
ら
の
二
八
〇
〇
万
円
に
の
ぼ
る
要
求
と
な
り
希
望
は
わ
ず

か
し
か
か
な
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、　
一
九
二

一
年
か
ら

一
九
二
三
年
に
か
け
て
、
失
業

者
救
済
の
切
り
札
に
と
、
土
木
事
業
が
大
規
模
に
施
行

（一一不
年
Ｆ

一〇
〇
〇
万
円
以
上
の
事
業
）

さ
れ
、
そ
の
上

一
九
三
二
年
か
ら

一
九
二
四
年
に
か
け
て
、
産
業
振
興

。
農
村
振
興
の
取
り
組

み
も
な
さ
れ
た
。
国
道
二
線
、
県
道

一
四
線
、
町
村
道

一
〇
線
の
改
良
工
事
が
合
計
七

一
か
所

で
進
め
ら
れ
、
長
野

・
飯
田
線
は
重
点
路
線
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
間
に
、
県
で
は

「総

年 繭総価額 (指数) 収繭高 (指数) 繭一貫当り

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

1940

千円

106,754

83,635

46,983

58,069

82,469

33,270

31,352

30,971

52,776

20,571

35,578

37,651

41,331

50,546

103,321

95.678

%

100.0

78.3

44.0

54.4

75.7

31.2

29.4

29.0

49.4

19.3

33.3

35.3

38.7

38.0

95.8

89.6

千貫

10,523

10,133

8,525

10,266

12,689

13,022

11,077

9,922

10,983

9,430

8,864

8,077

8,441

8,715

10,739

9.811

%

100.0

96.3

81.1

97.6

120.6

123.7

105.3

94.3

104.4

89.6

84.2

76.8

80.2

82.8

102.1

93.2

円

10.14

8.25

5.51

5.65

6.49

2.55

2.83

3.12

4.8

2.18

4.01

4.66

4.89

4.65

9.62

9.75

(注 )「長野県統計書J各年度版による。

表 2 経済更正特別指定村の概況

町 村 小県郡浦里村 諏訪郡四賀村

戸数 (集落数 ) 556 (7)

主 要 作 物
米、麦、粟、大豆、蕎麦、馬

鈴薯、疏菜、果実

米、大豆、梨、馬鈴薯、生糸、

寒天、凍み豆腐

村 治 の 状 況 円満 円満

各
種
産
業
団
体
の
状
況

農

会員数 :1,132

技術員 :1

成績 :良

会員数 :780

技術員 :1

成績 :極めて良好

産 業 組 合

組合員 :744

成績 :良好

四種事業組合員 :517

生糸販売組合員 :898

成績 :極めて良好

そ の 他

農事組合 :24

養蚕組合 :17

養鶏 0養豚組合あり

農事小組合 :19

産業組合 (小 ):16

供繭組合 :29

養豚・養鶏 0養鯉組合あり

教 育 の 状 況 実業補習学校青年訓練所等 実業補習学校青年訓練所等

交 通 の 便 否 上田温泉電車出浦駅 中央本線上諏訪駅

(注 )「産業の礎11933年 4月 号による。
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額
約
二
億
円
の
県
下
農
村
の
負
債
整
理
と
農
村
局
面
の
打
破
と
農
村
経
済
の
改
善
を
図
る
こ

と
」
の
課
題
に
、
県
産
業
組
合

。
県
農
会

。
県
町
村
長
会
な
ど
の
要
望
を
受
け
て
、
長
野
県
農

村
経
済
改
善
調
査
会
を
組
織
し
、
改
善
策
を
決
議
し
た
。
そ
の
県
の
組
織
体
制
を
受
け
て
、
郡

市
町
村
に
も
各
経
済
改
善
委
員
会
を
作
り
そ
れ
ぞ
れ
の
更
生
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
な

っ
た
。

な
お
、　
そ
の
時
の
付
帯
決
議
で
、

「満
蒙
新
国
家
に
対
す
る
集
団
的
移
住
の
実
現
を
図
ら
れ
た

い
。
」
と
い
う
、
満
州
移
民
の
文
言
が
初
め
て
登
場
し
た
。

「
モ
デ
ル
更
生
村
」
と
な

っ
た
小
県
郡
浦
里
村

（上
田
市
）
で
は
、
二
〇
戸

一
組
の
農
事
実
行

組
合
を
全
村
に
作
り
、
こ
の
組
織
を
基
礎
に
第

一
次
、
第
二
次
五
か
年
計
画
が
立
て
ら
れ
た

（表
２
）。
そ
し
て
、
青
年
村
長
を
先
頭
に
、
貯
水
池
建
設
、
浦
野
川
改
修
、
農
道
新
設
、
河
川

敷
開
墾
を
進
め
、
桑
園
の
水
田
化
を
図
り
、
諸
会
合
で
の
禁
酒
の
断
行
や
食
生
活
の
改
善
に
も

取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
負
債
整
理

（
一
五
〇
万
円
の
う
ち
、
約
二
五
万
円
整
理
）
の
た
め
、
農
村
工

場
の
建
設
も
進
め
た
。
し
か
し
、
全
村
民
の
和
と
気
力
、
そ
し
て
、
人
的
要
素
の
問
題
、
農
村

部
落
に
お
け
る
固
有
の
美
風
と
し
て
隣
保
共
助
の
精
神
が
強
調
さ
れ
、

「精
神
更
生
」

へ
よ
り

傾
斜
し
た
。
県
か
ら
の
掛
け
声
が

一
段
と
強
ま
り
、
本
来
の
自
力
更
生
に
よ
る

「
理
想
郷
の
建

設
」
運
動
は
、
満
州
移
民
に
二
五
世
帯
、
青
少
年
義
勇
軍
に
も

一
〇
名
以
上
が
参
加
し
、
戦
争

体
制
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

全
県
的
に
も
、
負
債
整
理
事
業
は
遅
遅
と
し
て
進
ま
ず
、
合
わ
せ
て

「過
剰
人
口
」
解
消
の

課
題
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、

「満
州
移
民
」

の
要
望
の
重
み
は
さ
ら
に
増
し
た
。

そ
し
て
、

一
九
四

一
年

（昭
和
三
〇
、
経
済
更
生
運
動
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
結
ん
で
、
満
州

へ
の
移
民
計

画
が
重
要
国
策
と
な

っ
て
い
っ
た
。

２
　
信
濃
海
外
協
会
と
ブ

ラ
ジ

ル

ｏ
北
海
道
移
民

満
州
移
民
以
前
の
長
野
県
民
の
海
外
渡
航
状
況
調
査
に
よ
る
と
、　
一
九

一
四
年

（大
正
一こ

の
在
外
県
人
は
、
五
五
四
四
人
で
あ

っ
た
。
こ
の
年
、
信
濃
教
育
会
は
長
野
県
の
五
大
教
育
方

針
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
工
業
教
育

。
発
明
教
育

。
育
英
教
育

ｏ
科
学
教
育
及
び
海
外
発

展
主
義
教
育
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
海
外
発
展
主
義
教
育
の
研
究
委
員
ら
は
、
南

・
北
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
巡
回
講
演
を
幻
燈
で
紹
介
し
た
り
、

『信
濃
殖
民
読
本
』
を
編
集
し
た
り
、
佐
藤
寅
太

表 3郎
会
長
と
と
も
に
全
県
的
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ

っ
て
、
ペ
ル
ー
移
民

。
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
が

一
九

一
六
年

一
八
二
人
、　
一
九

一
七
年
六
五
人
、　
一
九

一
八
年

一
五
〇
人
と
増
加
し
、

「信
濃
村
」
が
建
設
さ
れ
た
。

そ
の
形
が
整
い
だ
す
困
難
な
な
か
、　
一
九
二
二
年
永
田
棚
ら
が
中
心
に
な

っ
て

「信
濃
海

外
協
会
」
を
設
立
さ
せ
た
。
県
の
補
助
金
三
〇
〇
円

ｏ
国
の
補
助
金
五
〇
〇
円
で
各
郡
市
に
支

部
を
作
り
、
会
員
を
募
集
し
、
調
査
や
講
習
会

・
機
関
雑
誌

「海
の
外
」
を
発
行
し
た
。
そ
し

て
、　
こ
の
協
会
が
中
心
と
な

っ
て
、　
一
九
二
五
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に

「
ア
リ
ア
ン
サ

（
一
致
・

協
力
・
和
Ａ３

移
住
地
」
（五
〇
〇
〇
町
歩
、
約
一
五
万
円
）

が
開
か
れ
、
三
府
四

一
県
か
ら
の
応

募
に
広
め
ら
れ
、
長
野
県
か
ら
は
九
二
家
族
二
八
二
人
が
入
植
し
た
。

北
海
道
移
民
は
、
明
治
期
に
続
い
て
大
正
期
か
ら
昭
和
期
も
続
い
た
。
こ
の
う
ち
、　
一
九

一

〇
年

（明
治
四
こ

に
始
ま

っ
た
第

一
期
拓
殖
計
画
の
取
り
組
み
な
ど
が
浸
透
し
て
、　
一
九

一

五
年
か
ら

一
九
二
〇
年
ま
で
、
毎
年
移
住
者
が
二
万
戸
を
超
え
、
空
前
の
移
住
ブ
ー
ム
を
呼
ん

だ
。　
一
九
三
二
年
四
月
四
日
付
で
、
北
海
道
庁
長
官
佐
上
信

一
か
ら
長
野
県
知
事

へ
の
自
作
農

長野県立歴史館研究紀要 8号 (2002.3)

長野県からの北海道移住者戸口および目的別人口調
(1933年 1月 、北海道庁 )

(注 )行政文書「北海道自作農許可移民に関する件」
長野県立歴史館蔵

年度 戸  数 人  口 農業人口 その他

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

1932

181

172

55

36

48

27

14

36

27

16

24

48

31

40

40

298

399

90

70

72

44

36

74

59

64

69

118

60

139

102

298

399

90

70

72

44

36

74

59

64

69

118

59

130

102

一　

　

一
　

１

　

９

　

７

合計

“



許
可
移
民
募
集
の
要
項
が
届
け
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
の
資
料
か
ら
、
表
３
を
作
成
し
た
。　
一
九

一
九
年
に
は
、
千
曲
川
改
修
工
事
の
た
め
東
福
寺
村

（長
野
市
篠
ノ
井
）
か
ら
移
住
し
た
七
四

戸
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の

「北
海
道
自
作
農
移
住
者
募
集
」
の
要
項
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

○
　
募
集
戸
数

¨
約

一
二
〇
〇
戸

○
　
出
願
期
限

¨
第

一
回
昭
和
七
年
八
月
二

一
日
、
第
二
回
昭
和
七
年

一
一
月
二
〇
日

○
　
移
住
出
願

¨
移
住
補
助
願
に
市
町
村
長
の
証
明
書
等
を
添
え
て
、
原
住
地
の
府
県
庁

を
経
由

○
　
農
業
有
望

¨
現
在
既
墾
地
八
五
万
町
歩
、
今
後
な
お
七
三
万
町
歩
は
農
耕
に
利
用
し

う
る
。
そ
の
う
ち
、
水
田
適
地
が
約
二
四
万
町
歩
。
も
ち
ろ
ん
、
水
利
の
便
あ
る
箇
所
。

こ
こ
ま
で
の
北
海
道
移
住
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
、
国
と
県
で
検
討
審
議
さ

れ
た
の
か
対
応
に
く
い
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
要
項
上
で
は
、
ま
だ
ま
だ
移
住
対
象
に
有

望
の
地
で
あ
る
。
そ
の
北
海
道
開
拓
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
二
〇
〇
枚
と
募
集
要
項

一
五
〇
〇

枚
が
送
付
案
内
と
と
も
に
長
野
県
下
各
地
に
届
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「分
村
計
画
は
他
に
な
か

っ
た
も
の
で
、

私
た
ち
自
身
で
考
え
出
し
た
も
の
。

最
初
は
青
年

を
北
海
道

へ
送
り
出
そ
う
と
計
画
し
た

（
一
を

一三
年
の
こ
と
）。
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
堀
川
清
嘱

氏
と
相
談
し
て
満
州
移
民
を
考
え
た
。
」
「北
海
道
移
民
に
は
、
二
人
の
青
年
が
行
く
こ
と
に
な

り
、
壮
行
会
を
開
い
た
が
、
来
た
の
は

一
人
だ
け
だ

っ
た
。
」
と
、
北
海
道

へ
の
移
住
の
夢
に

託
す
姿
が
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
で
は

一
九
二
〇
年
か
ら
財
政
緊
縮
方
針
を
と
り
、
拓
殖
費

予
算
削
減

へ
向
か
い
、
折
り
し
も
二
年
続
き
の
大
凶
作
な
ど
の
災
害
も
あ

っ
て
北
海
道
移
民
は

急
速
に
先
細

っ
て
し
ま

っ
た
。

３
　
満
州
愛
国
信
濃
村
建
設
運
動
と
移
民
計
画

信
濃
海
外
協
会
は
、　
一
九
二
一
．年

（昭
和
七
と

二
月
長
野
県
知
事
石
垣
倉
治
を
委
員
長
に
、

「満
州
愛
国
信
濃
村
建
設
委
員
会
」
（委
員
■
一一人
）
を
組
織
し
た
。
さ
か
の
ぼ

っ
て

一
月
に
東
京

長
野
県
人
会
総
会
の
席
で
、
満
州
移
民
調
査
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
人
選
ま
で
進
ん
で
い
た
。
そ

の
動
き
は
早
く
、
た
だ
ち
に
移
住
計
画
の
五
項
目
が
決
定
さ
れ
た
。

○
　
第

一
期
の
資
金

一
〇
万
円
と
し
、
各
郡
市
町
村
に
割
当
醸
金
に
よ
る
。
募
金
は
各
郡

市
町
村
委
員
を
嘱
託
す
。

○
　
資
金
は
海
外
協
会
の
特
別
会
計
と
し
、
県
の
監
督
下
に
管
理
す
。

○
　
入
植
者
は
市
町
村
長
と
委
員
と
協
議
し
候
補
者
を
選
定
し
、
海
外
協
会
に
て
決
定
す
。

満州開拓の経過と長野県からの開拓民

写真 満州愛国信濃村建設資金第 1期 10万円募金運動
(注)長野県立歴史館蔵

は

一
Ｆ

も
英
藤
０

な
８

れ
〓
に

な
ら
な

い
ま
思

ひ
よ

購

難

懸

難

橿

ｉ

一

■
讚
■
ん

ュ
薄
鮮
豪
●
Ｉ
辮
，
ま
す
。

憲
翼
人
を
壼
命
線
曇
亜
Ｆ
ヽ
療
憂
醸
醸
亮
罐
衝
士
を‐
後
の
村
に

■
〓
ム
●
■
懺
ず
０
で
も
，
■
せ
う
ず
ず
■
ｔ
で
も

む
”
な
い
の
で
い
，
ま
す
。

鴫曖経
輛麟
一賊峰時
婦職場
■
掛れ”
崚
崎ト

″



長野県立歴史館研究紀要 8号 (2002.3)

長野県の動向

信濃海外協会、満州国に愛国信濃村建設10カ 年計

画策定。委員も選出。

県、農村経済改善委員会規定を制定。経済再生計画

を実施する。

長野県臨時県会「満州二於テ信濃村建設二関スル

件」の意見書可決。

信濃教育会より満州視察員 5名派遣。研究室を付設。

2.5

3.1

3.28

4. 7

5.15

6.1

8.15

8.17

8.22

9.15

10. 3

12. 1

3.20

入
植
者
の
家
族
は
労
働
者
二
人
以
上
あ
る
こ
と
。

○
　
移
住
者
資
金

一
戸
三
〇
〇
円
以
上
と
す
。

〇

　
一
一
か
年
に
、
五
〇
〇
〇
戸
を
入
植
せ
し
む
る
目
途
。

こ
の
計
画
の
う
ち

「満
州
愛
国
信
濃
村
建
設
資
金
第

一
期

一
〇
万
円
募
金
運
動
」
（写
真
参

照
）
で
は
、
さ
っ
そ
く

一
戸
当
た
り
二
五
銭
平
均
と
し
て
募
金
が
始
め
ら
れ
た
。
熱
心
に
全
村

隈
な
く
協
力
す
る
地
区
の
話
や
、
呼
び
か
け
に
応
じ
た
父
母
に
小
学
生
ま
で
応
援
す
る
姿
が
報

告
さ
れ
た
。
そ
の
反
面
、
全
国
農
民
組
合
系
な
ど
の
積
極
的
反
対
や
、
不
況
下
の
県
民
の

「消

極
的
反
対
」
も
あ
り
、
事
務
局
体
制
な
ど
の
問
題
も
重
な

っ
て
、
地
区
ご
と
だ
け
の
集
計
に
と

ど
ま
り
、
全
県
的
な
ま
と
め
も
さ
れ
ず
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
取
り
組
み
だ
し

た
願
い
は
内
側
に
力
を
秘
め
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
ヘ
の
待
機
の
形
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
ジ

ル
移
民
と
北
海
道
移
民
に
入
れ
替
わ
る
形
で
、
急
展
開
す
る

「満
州
移
民

へ
の
外
堀
」
が
埋
め

ら
れ
て
い
く
姿
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
、
「自
治
農
民
協
議
会
」
や

「北
信
不

況
対
策
会
」
な
ど
が
、
署
名
を
集
め
て
請
願
運
動
し
て
い
る
な
か
に

「満
蒙
移
住
費
五
千
万
円

の
補
助
を
」
と
具
体
化
さ
れ
て
い
く
。
県
下
の
経
済
更
生
運
動
の
本
命
と
し
て
、
満
州
移
民
こ

そ
が
太
く
結
び

つ
く
状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を

一
九
三
二
年

（昭
和
七
）

の
年
表
で
た
ど
る
と
、

政
情
不
安
や
追
加
予
算
案
の

否
決
の
中
で
、
満
州
国
誕
生

へ
と
諸
事
が
急
テ
ン
ポ
に
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
姿
か
ら
は
満

州
移
民
事
業
が
日
本
の
難
局
を
展
望
す
る
施
策
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
の
前
年
九
月

一
八
日
に

は
関
東
軍
の
満
鉄
線
爆
破
を
契
機
に
し
た
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
そ
の
終
息
へ
の
見
通
し
も
打

ち
出
さ
れ
な
い
最
中
の
移
民
開
始
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
国
内
の
社
会
経
済
の
矛
盾
を
満
州
に
お

け
る
植
民
政
策
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
政
策
が
満
州
移
民
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

永
田
棚
は
満
州
移
民
の
始
ま
り
の
背
景

。
事
情
に
つ
い
て

「満
州
事
変
の
当
初
は
、
満
州
移

民
不
可
能
論
が
極
め
て
強
烈
で
、
満
鉄
そ
の
も
の
が
、
除
隊
兵
移
民
や
大
連
農
事
会
社
で
、
満

州
移
民
を
や
り
、
関
東
庁
で
も
愛
川
村
移
民
を
実
施
し
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
か
ら
、

結
局
、
満
州
移
民
は
だ
め
だ
と
い
う
て
、
満
州
移
民
不
可
能
論
は
有
力
な
も
の
で
あ

っ
た
。
然

る
に
、
関
東
軍
特
務
部
内
に
、
移
民
部
が
特
設
さ
れ
、
満
州
移
民
強
硬
論
を
主
張
し
、
万
難
を

排
し
て
移
民
用
地
の
買
収

ｏ
満
州
拓
殖
公
社

・
鮮
満
拓
殖
公
社
の
設
立
か
ら
、
後
に
は
満
鉄
の

表 4 日本 。長野県における1932年 (昭和 7)の主な出来事

(注 )「長野県政史』別巻他より作成。

全国の動向

新京と改名。年号大同。人口3000

満州移民費の予算総額207,850円 (1,000人の移民)が予算閣議通過。

拓務省と陸軍省「北満州方面に対する在郷軍人移民選定要綱」決定。

拓務大臣官邸で移民募集に関する、第一回会議開催。

日満議定書調印 (日本、満州国を正式承認)。

第一次移民団492名 (内 39名長野)出発。14日佳木斯着。夜匪襲。

満州国に、日本大使館開設。

拓務省提出の満蒙移民追加予算案、閣議で否決。

五 。一五事件。犬養首相を暗殺、高橋蔵相更迭。



満州開拓の経過と長野県からの開拓民

鉄
路
自
警
移
民
村
の
建
設
等
と
、

漸
次
満
州
移
民
論
が
実
現
す
る
に
至

っ
た
。
」

と
展
開
し
て

い
る
。

ま
た
、

長
野
大
学
講
師

・
塚
瀬
進
の
調
査
で
も
、

満
州
に
根
を
張
り

「
日
本
の
生
命

線
」
な
る
国
策
会
社

「満
鉄
」

に
お
い
て

一
九
二
〇
年
当
時
、
「満
鉄
沿
線
以
外
の
奥
地
で
の

（△
里
の
）
輸
送
業
務
が
、
重
要
性
を
増
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
（日
本
人
）
社
員
の
奥
地
に
対

す
る
認
識
は
低
か

っ
た
」
と
報
告
さ
れ
て
、
満
州
開
拓
前
史
か
ら
の
厳
し
さ
が
読
み
取
れ
る
。

信
濃
毎
日
新
聞
主
筆
桐
生
悠
々
は
、　
一
九
三
二
年
二
月

一
九
日
に
自
社
の

「信
濃
毎
日
新

聞
」
の
社
説
で
満
州
移
民
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。

大
満
州
国
建
国
前
後
に
於
て
、
過
剰
人
口
に
苦
し
み
つ
つ
あ
る
我
国
が
、
各
府
県
が
、

日
下
行
詰
り
つ
つ
あ
り
、
そ
し
て
将
来
に
於
て
は
、
更
に
行
詰
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
農
村

の
窮
境
打
開
策
と
し
て
、
早
く
も
、
集
団
的
移
民
を
こ
れ
に
送
る
べ
く
計
画
し

つ
つ
あ
る

の
は
、
機
宜
を
得
た
政
策
又
は
措
置
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
否
、
こ
の
移
民
問
題

こ
そ
は
、
現
在
の
我
国
に
取

っ
て
は
、
最
重
要
な
る
問
題
の

一
つ
で
あ
る
。
我
信
州
も
そ

の
例
に
漏
れ
ず
、
昨
今
こ
の
集
団
的
移
民
を
満
州
に
送
る
べ
く
、
あ
す
こ
此
処
に
計
画
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
我
信
州
に
は
、
組
織
立

つ
た
信
濃
海
外
協
会
な
る
も
の
が
あ
り
、

率
先
こ
れ
を
計
画
し

つ
つ
あ
る
の
は
、
実
に
人
意
を
強
う
す
る
に
足
り
る
。
信
濃
海
外
協

会
は
、
過
去
に
於
て
、
南
米
移
民
に
関
し
て
、
既
に
多
大
の
功
績
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の

確
実
な
る
協
会
が
、
こ
の
場
合
、
乗
出
す
な
ら
ば
、
我
信
州
の
満
州
移
民
が
成
功
す
る
だ

ろ
う
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

こ
の
記
事
の
反
響
は
大
き
く
記
事
記
載
直
後
の
満
州
移
民
の
希
望
申
込
み
が
三
〇
〇
人
以
上

に
達
し
た
。
満
州
移
民
の
流
れ
は
、
急
速
に
進
展
し
て
い
っ
た
。

〓
一　
満
州
開
拓
事
業
の
経
過

１
　
試
験

（武
装
）
移
民
時
代

の
開
拓
団

「昭
和
七
年
は
、

安
穏
を
許
さ
な
い
転
換
の
時
代
で
あ

っ
た
。

第

一
次
開
拓
団
は
現
地
で
営

農
の
苦
し
み
と
、
生
産

へ
の
喜
び
に
生
甲
斐
を
感
じ
て
働
い
て
い
た
。
」
と
、
『弥
栄
村
史
』
は

記
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
移
民
候
補
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、

①
　
農
村
出
身
者
に
し
て
、
多
年
農
業
に
従
事
し
経
験
を
有
す
る
既
教
育
在
郷
軍
人
中
、

身
体
強
壮

（特
に
胸
部
及
び
神
経
系
疾
患
並
び
に
脚
気
の
後
遺
症
な
き
者
）、　
品
行
方
正
、　
思

想
堅
実
、
困
苦
欠
乏
に
堪
え
得
る
者
。

②
　
在
隊
間
及
び
在
郷
間
の
成
績
良
好
な
る
者

③
　
家
庭
事
情
の
繋
累
少
な
き
者

（成
る
べ
≦

一男
以
下
の
者
を
可
と
す
る
）

④
　
年
齢
三
〇
才
以
下
の
者
、
但
し
特
定
の
者
に
限
り
二
五
歳
以
下
と
す
る
。

⑤
　
独
身
者

ｏ
妻
帯
者
な
る
と
は
と
わ
ざ
る
も
、
渡
満
後

一
・
二
年
間
は
独
身
生
活
に
差

支
え
な
き
者

と
、
特
定
し
て
い
る
。

一
九
三
二
年

（昭
和
七
）
八
月
二
二
日
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
が
陸
軍
省
か
ら
移
民
候
補
者
の

選
定
を
依
頼
さ
れ
て
、
「満
州
移
民
」

は
公
文
書
に
よ
っ
て
初
め
て
募
集
さ
れ
た
。
県
下
で
は

在
郷
軍
人
会
松
本
支
部
を
経
て
関
係
市
町
村
の
在
郷
軍
人
分
会
が
取
り
組
ん
だ
。
九
月

一
〇
日

に
は
訓
練
所
入
所
の
指
定
を
目
前
に
し
て
、
そ
の
多
く
は
、
軍
人
分
会
長
が
目
ば
し
い
人
を
個

別
に
訪
ね
て
説
得
し
、
承
諾
を
得
て
推
薦
し
決
定
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
長
野
県
か
ら
の
二
九

人
を
含
め
東
北

・
関
東
の

一
一
県
か
ら
四
九
二
人
が
軍
帽

ｏ
軍
衣

ｏ
軍
靴

ｏ
巻
脚
絆
等
軍
装

一

式
の
交
付
を
受
け
た
。

「
そ
の
早
速
の
訓
練
内
容
は
、
開
墾
作
業
が
主
に
、
次
い
で
柔
剣
道
や

軍
事
教
練
も
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
間
精
神
訓
話
や
講
義
も
あ
っ
た
。
食
事
は
、
わ
ざ
わ
ざ
大
陸

食
に
慣
れ
る
た
め
に
と
粗
末
だ

っ
た
。
日
課
の
中
で
は
、
毎
日
屋
外
に
造
ら
れ
た
皇
太
神
宮
の

前
に
長
時
間
正
座
を
し
て
黙
想
を
さ
せ
ら
れ
、　
一
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
駈
足
も
毎
朝
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
特
別
行
事
に
不
満
の
声
も
出
て
、
長
野
県

一
人
を
含
め

一
二
人
が
脱
落
し
た
。
三
週

間
の
訓
練
の
あ
と
、
い
っ
た
ん
帰
郷
し
、　
一
〇
月
二
日
、
神
宮
外
苑
の
日
本
青
年
館
に
集
合
し

た
。
総
員
四
二
二
人
は
、
各
県
ご
と
の
名
称
を
つ
け
た
小
隊
に
分
け
ら
れ
、
三
個
小
隊
を

一
個

中
隊
と
す
る
三
個
中
隊
で
大
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
大
隊
長
が
総
指
揮
に
あ
た
り
、
警
備
指
導
員

五
人
の
う
ち
二
人
が
中
隊
長
と
な
り
、
他
の
幹
部
と
本
部
付
き
と
し
て
、
『佳
木
斯

（チ
ャ
ム

ス
）
屯
墾
第

一
大
隊
』

の
編
成
を
終
え
た
。
長
野
小
隊
の
隊
長
に
は
高
山
利
政
少
尉
が
選
ば
れ

た
。
編
成
が
終
わ
る
と
徒
歩
行
進
で
宮
城
に
向
か
い
、
皇
居
を
邁
拝
、
拓
務
省
で
大
臣
以
下
の



送出形態 団数 戸数 在籍人員 引揚げ 死亡 未帰還 不 明

試験 (武装)移民団

自由 。分散 。自警移民団

全県編成開拓団

分村移民開拓団

分郷移民開拓団

集合 。農工帰農開拓団

報国農場

創設期の義勇隊開拓団

全国混合編成義勇隊

長野県単独義勇隊開拓団

訓練途上の義勇隊 。義勇軍

団

６

６

４

Ｄ

‐２

０

24

(11)

11

(3)

4

3

18

11

(1)

9

月

187

387

1207

(33)

1419

(165)

2596

(279)

480

(69)

457

138

1520

2880

2113

人

833

1591

5371

(33)

6945

(166)

10025

(282)

1920

(69)

467

160

1701

2946

(15)

2117

人

248

988

1237

(22)

2273

(80)

3241

(162)

915

(34)

309

15

293

709

1649

人

３８

５６

‐８

”

５９

０

4869

(89)

657

(27)

113

11

124

212

(15)

396

人

13

27

208

(1)

177

(9)

326

(5)

54

6

14

5

人

１

１９

‐１

０

６７

Ｄ

46

9

4

11

8

2

合計 13944 33741 11883 12828
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表 5激
励
の
挨
拶

。
訓
示
を
受
け
た
。
隊
員
は
平
均
年
齢
二
六
歳
で
あ

っ
た
が
、
長
野
県
人
は
大
学

卒
が
六
人
も
い
て
イ
ン
テ
リ
小
隊
と
言
わ
れ
注
目
の
的
と
な

っ
た
。　
一
行
が
大
連
経
由
で
吟
爾

浜

（
ハ
ル
ビ
ン
）
に
到
着
し
た
の
は
、　
一
〇
月

一
一
日
で
あ

っ
た
が
治
安
が
不
安
と
の
こ
と
で

松
花
江
の
埠
頭
の
船
倉
に
仮
泊
し
た
。

そ
し
て
、
軍
護
衛
船
の
案
内
で
四
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
程
下
航
し
て
、
吉
林
省
樺
川
県
永
豊
鎮
に

一
〇
月

一
五
日
早
朝
上
陸
、
八
時
に
兵
舎
に
入

っ

た
。
」
と
い
う
。

地
元
の
中
国
人
は
、
関
東
軍
に
よ
る
強
制
的
な
土
地
の
収
用
を
認
め
な
い
で
武
装
蜂
起
し
た
。

入
植
者
は
そ
の

「匪
賊
」

の
襲
撃
に
悩
ま
さ
れ
た
。
ま
た
、
「屯
墾
病
」

（ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
）
の

発
生
や
団
の
幹
部
排
斥
事
件
な
ど
、
営
農
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
で
あ

っ
た

（
一
九
八
人
が
退

団
）。

そ
れ
で
も
、

三
年
目
に
は
家
族
を
招
致
し
て

「弥
栄
村
」
と
命
名
し
、
村
内
の
施
設
や

協
同
組
合
な
ど
も
充
実
し
自
治
制
を
施
行
し
開
墾
作
業
も
進
展
し
た
。
そ
の
な
か
に
あ

っ
て
、

長
野
区
は
満
州
開
拓
の
模
範
と
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
試
験
移
民
団
と
し
て
第
二
次
千
振
開

拓
団

（
一
九
≡
一一年
　
四
五
五
人
　
長
野
県
一
天
人
　
在
郷
軍
人
九
五
いンじ
、
第
二
次
瑞
穂
村
開
拓
団

貧

九
一一一四
年
　
二
〇
七
人
　
長
野
県

一
九
人
　
在
郷
軍
人
七
五
ダ
じ
、
第
四
次
開
原
城
子
河
開
拓
団

貧

九
一一一六
年
　
一
五
〇
人
　
先
遣
隊
）、
第
四
次
吟
達
河
開
拓
団

（
一
九
二
七
年
　
四
四
人
）
が
入
植

し
た
。

２
　
満
州
信
濃
村

。
長
野
村

の
全
県
的
編
成

の
移
民
開
拓
団

一
九
三
六
年
の
二

。
二
六
事
件
で
、
広
田
弘
毅
内
閣
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
数
回
の
閣
議
を

経
て
、
八
月
二
五
日
の
閣
議
で
七
大
国
策
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
初
め
て
、
力
を
注
ぐ
重
要

国
策
の

一
つ
と
し
て
満
州
移
民
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
関
東
軍
と
陸
軍
省
は
満
州
大

量
移
民
に
最
も
熱
心
だ
っ
た
が
、
大
蔵
省

（大
臣
高
橋
是
清
）
の
反
対
や
農
林
省
の
不

一
致

（南

米
プ
ラ
ジ
ル
方
面
、
北
海
道
・
樺
太
へ
の
移
民
政
策
で
手
が
い
っ
ぱ
い
。）
な
ど
で
実
現
し
て
な
か

っ
た
。

そ
し
て
、
第
七
〇
回
帝
国
議
会
で

「
二
〇
か
年

一
〇
〇
万
戸
」
送
出
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。
そ

の
数
字
の
根
拠
に
つ
い
て
、
「満
州
国
の
人
口
は
三
〇
〇
〇
万
人
が
二
〇
年
後
に
は
五
〇
〇
〇

万
人
に
達
す
る
。
そ
の
時
の

一
割
、
五
〇
〇
万
人

一
一
家
族
五
人
と
し
て

一
〇
〇
万
人
の
内
地

人
を
植
え
付
け
民
族
協
和
の
中
核
た
ら
し
め
る
た
め
」
と
、
拓
務
省
は
説
明
し
て
い
る
。

長
野
県
で
は
こ
の
案
を
先
取
り
す
る
か
た
ち
で
、
先
に
挫
折
し
た

「満
州
愛
国
信
濃
村
建
設

計
画
」
を
再
燃
さ
せ
て
、
「信
濃
村
建
設
計
画
」
を
独
自
に
た
て
、
六
月
に
は

「満
州
農
業
移

民
募
集
に
関
す
る
件
」
を
学
務
部
長
名
で
各
町
村
に
通
牒
し
た
。　
一
一
月
に
は
五
か
年
以
上
の

送
出
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
に
要
請
、
こ
の
年
東
安
省
密
山
県
に

「第
五
次
黒
台
信
濃
村
」

Ｔ
一四
Ω
戸
一
五
一
一二
人
）
を
入
植
さ
せ
た
。
続
い
て
、
翌
年
六
月
に
は
、
「第
六
次
南
五
道
同
長

長野県からの満州開拓団在籍数

(注 1)( )内 は勤労奉仕隊・食料増産隊。
(注 2)「長野県満州開拓史 (名簿編)』 より集計。
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満州開拓の経過と長野県からの開拓民

野
村
」
公
一九
二
月
一
九
七
一
一人
）、　
一
九
二
八
年

（昭
和
〓
一一年
）
二
月
に
は

「第
七
次
中
和
鎮
信

濃
村
」
（一
一八
Ω
戸
一
一
〇
〇
人
）、
そ
し
て
、　
一
九
二
九
年
二
月
に
は

「第
八
次
張
家
屯
信
濃

村
」

公
一一〇
±
戸
三

〇
〇
人
）
と
、　
ど
の
団
も
長
野
村
か
信
濃
村
と
命
名
さ
れ
、

全
国
に
先
が

け
て
の
県
単
位
編
成
の
開
拓
団
を
組
織
し
、
い
ず
れ
も

一
〇
〇
〇
名
を
越
し
て
い
た
。
こ
の
期

に
な
る
と
、
入
植
か
ら
営
農

へ
の
手
順
が
定
着
し
て
き
て
、
先
遣
隊
の
内
で
も
基
幹
先
遣
隊
の

任
務
が
明
確
に
さ
れ
指
導
員
の
配
置
も
大
切
に
さ
れ
た
。
従

っ
て
、
家
族
の
招
致
か
ら
個
人
経

営

へ
の
切
り
か
え
、
開
拓
協
同
組
合

へ
の
移
行
な
ど
団
全
体
の
行
政
も
整

っ
て
い
っ
た
。
黒
台

信
濃
村
で
は
、　
一
戸
当
た
り
水
田
〇

・
五
～
二
雀
″、
畑
五
～

一
〇
ド
′レクを
耕
作
し
、
麦
類

・
玉

蜀
黍

・
大
豆

ｏ
野
菜
の
栽
培
に
成
果
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
育
苗
と
植
林
、
家
畜
事
業
に
も
力
を

入
れ
、
さ
ら
に
、
村
の
広
報
の
発
行
や
医
療

・
学
校
教
育
施
設
の
充
実
に
も
努
め
た
。
そ
の
う

ち
、
氏
子
会
も
組
織
さ
れ
満
州
諏
訪
神
社
が
建
立
さ
れ
た
り
し
た
。

さ
ら
に
、
開
拓
移
民
を
め
ぐ
る
機
構
と
制
度
も
い
く
つ
か
整
え
ら
れ
た
。　
一
九
二
七
年
に
は

移
民
の
促
進

ｏ
後
援
を
目
的
と
し
た
満
州
移
住
協
会
と
、
開
拓
移
民
の
土
地
取
得
、
管
理
を
お

こ
な
う
満
州
拓
殖
公
社
が
設
立
さ
れ
た
。

つ
い
で
、
開
拓
団
を
管
理
す
る
開
拓
総
局
が

一
九
二

七
年
二
月
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
開
拓
政
策
の
指
針
を
示
し
た

「満
州
開
拓
政
策
基
本
要
綱
」

貧

九
二
七
年

一
二
月
）
や

「開
拓
団
法
」

（
一
九
四
〇
年
五
月
公
布
）
・

「開
拓
共
同
組
合
法
」

（
一

九
四
〇
年
六
月
公
布
）、
「開
拓
農
場
法
」
貧

九
四
一
年
一
一
月
公
布
）
な
ど
の
関
係
法
令
も
制
定
さ

れ
た
。
し
か
し
、
満
州
国
で
は
最
後
ま
で

「国
籍
法
」
は
成
立
し
な
か

っ
た
。
開
拓
民
は
満
州

の
大
地
を
耕
し
て
い
て
も
依
然
と
し
て
日
本
人
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
兵
役
義
務

に
縛
ら
れ
、　
一
九
四
五
年
に
は

「根
こ
そ
ぎ
動
員
」
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
入
植
地
に
設
立
さ

れ
た
学
校
の
管
理
権
は
日
本
が
も

っ
て
い
た
。

３
　
分
村

ｏ
分
郷
移
民
の
開
拓
団

南
佐
久
郡
大
日
向
村

（佐
久
町
）

で
は
、　
一
九
二
七
年

（昭
和
〓
し

一二
月
の
経
済
更
生
委

員
会
で
分
村
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。
農
家
戸
数
三
二
六
戸
の
中
か
ら
全
戸
移
住

一
五
〇
戸
、
分

家
移
住
五
〇
戸
を
送
り
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
初
期
の
戸
数
二
五
〇
戸
、
人
口

一
二
五

〇
人
と
い
う
戸
口

（適
正
農
家
規
模
）
を
満
州
の
地
に
再
現
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ

っ
た
。

『満
州
信
濃
村
建
設
指
導
要
項
』
で
は
、
「本
県
農
家
戸
数
二

一
万

一
一
三
二
戸
中
農
耕
地
経

営
面
積
五
反
歩
未
満
の
農
家
は
、
其
の
約
二
割
六
分
に
し
て
、
七
万
六
〇
〇
〇
戸
を
数
う
。
是

等
不
安
定
な
る
農
家
を
逐
次
満
州
に
農
業
移
住
せ
じ
め
、
満
州
に
於
け
る
自
作
農
た
ら
し
め
て

経
営
の
安
定
と
生
活
の
向
上
を
計
る
と
と
も
に
、　
一
面
県
内
に
お
け
る
農
耕
地
の
緩
和
を
計
り
、

農
家
の
基
礎
を
確
立
し
て
農
村
更
生
の
実
績
を
納
め
ん
と
す
る
」
に
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

一
九
二
七
年
六
月
、
大
日
向
村
の
堀
川
請

期

団
長
が
茨
城
県
西
茨
城
郡
友
部
町
の
国
民
高

等
学
校
に
入
校
、
九
月
九
日
ま
で
訓
練
を
受
け
、　
一
一
日
に
福
井
県
の
敦
賀
港
か
ら
出
港
し
て

い
る
。　
そ
の
前
七
月
八
日
に
は
先
遣
隊
二
〇
名
が
出
発
し
た
が
、

「
そ
の
壮
行
の
盛
大
な
る
こ

と
、
本
村
未
曾
有
な
る
こ
と
を
特
記
す
」
、
「新
た
に
満
州
国
に
大
日
向
分
村
を
建
設
す
る
こ
と

に
、
残
る
者
も
行
く
者
も
最
善
の
努
力
を
い
た
し
、　
一
つ
は
自
己
経
済
の
建
直
し
に
、
進
ん
で

は
村
経
済
更
生
の
た
め
に
、
し
か
も
帝
国
国
策
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
得
る
の
で
あ
る
。
不

言

一
筋
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
理
想
の
天
地
、
肥
沃
の
地
、
北
満
は
わ
れ
ら
を
招
き

つ
つ
あ

り
。
行
け
！
　
新
村
の
建
設
に
、
残
れ
元
村
大
日
向
の
建
直
し
に
、　
一
大
決
心
を
も

っ
て
参
加
、

実
行
に
あ
た
ら
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
」
と
、
大
日
向
村
報

一
号

（八
月

一
五
日
付
け
）
が

記
録
し
、
分
村
移
民
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
軍

・
政
府
当
局
の
肝
い
り
の
モ
デ

ル
村
と
し
て
、
ま
た
官
民
こ
ぞ

っ
て
の
満
州
開
拓
移
民
熱
の
高
ま
り
の
姿
と
し
て
、
劇
化
さ
れ
、

映
画
化
さ
れ
る
な
ど
し
た

（入
植
式
一
九
二
八
年
二
月
一
九
日
、
吉
林
省
）。　
そ
の
後
、
　
一
九
二
七

年
度
第
八
次
と
し
て
、
富
士
見
村

（
一
九
二
九
年
二
月
一
一
日
、
浜
江
省
）、
読
書
村

（
一
九
二
九
年

二
月
一
一
日
、
三
江
省
）、
泰
阜
村
一
貧

九
二
九
年
二
月
一
一
日
、
三
江
省
）、
川
路
村
一
２
九
二
九
年
二

月

一
一
日
、
浜
江
省
）、
千
代
村

貧

九
二
九
年
二
月
一
日
、
三
江
省
）、
上
久
堅
村

２

九
二
九
年
二
月

三
百
、
〓
覆
省
）、
な
ど
の
分
村
移
民
も
送
出
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
年
か
ら
、
新
た
に
郡
単
位
の

開
拓
団
と
し
て
下
伊
那
郡
郷
開
拓
団
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
か
ら
は
更
級
郷
、
高
社
郷
、

下
水
内
郷
、
そ
し
て
、
芙
蓉
郷
な
ど
第

一
二
次
に
わ
た

っ
て
二
四
の
開
拓
団
が
送
出
さ
れ
た
。

一
九
二
七
年

（昭
和

一
二
年
）
か
ら

一
九
二
八
年
に
か
け
て
、
各
郡
市
町
村
の
経
済
更
生
計

画
か
ら
分
村

・
分
郷
計
画
が
つ
ぎ

つ
ぎ
具
体
化
さ
れ
た
。
だ
が
、
国
内
の
農
村
の
経
済
環
境
は

一
変
し
た
。
徴
兵
や
軍
需
産
業
の
隆
盛
で
、
農
村
の
過
剰
人
口
は
吸
収
さ
れ
、
む
し
ろ
労
働
力

不
足
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
大
恐
慌
時
に
貫
当
た
り
二
円
を
割

っ
た
繭
の
値
は

一
九
二
七

η



年
に
六
円
台
を
回
復
し
た
。
こ
れ
と
裏
腹
に
移
民
熱
が
急
速
に
冷
え
始
め
移
民
送
出
は
国
家
か

ら
の
強
制
と
い
う
色
彩
を
濃
く
す
る
。
す
な
わ
ち
、
移
民
は
日
本
と
満
州
を
包
む
戦
時
動
員
体

制
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
防
、
食
糧
増
産
が
主
要
な
目
的
と
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

合
わ
せ
て
、
「
五
族
協
和
」
、
「王
道
楽
土
」

の
建
設
と
い
っ
た

「満
州
国
」

の
建
国
理
念

へ
の

協
力
の
必
要
性
が
、
ひ
と
き
わ
声
を
大
に
し
て
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
ん
な
情
勢
の
中
、

開
拓
団
は
多
様
化
し
て
、

ま
ず
、

「集
合
開
拓
団
」

公
一一Ω
月
以
下
で
分
散
し
て
入
植
）、

「農
工
開

拓
団
」
、
「帰
農
開
拓
団
」
で

一
一
団
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
、　
一
九
四
三
年
二
月
に
は
長
野

県
経
済
部
を
主
管
と
し
た
、
長
野
県
農
業
会
が
経
営
す
る

「長
野
県
報
国
農
場
」
が
二

一
個
所

で
建
設
さ
れ
、
満
州
勤
労
奉
仕
隊
が
実
施
さ
れ
た
。

４
　
長
野
県
単
独

の
義
勇
隊
開
拓
団

満
州
開
拓
第

一
次
の
武
装
移
民
入
植
以
来
、
移
民
提
唱
者
の
加
藤
完
治

（日
本
国
民
高
等
学
校

長
、　
の
ち
の
内
原
訓
練
所
長
）
と
共
に
菌
谷
慮
吹
男

（関
東
軍
司
令
部
付
満
州
国
軍
事
顧
問
）
は
、　
開
拓

団
の
現
地
を
訪
れ
、
団
員
の
慰
撫
と
説
得
に
あ
た

っ
た
り
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
体
験
か
ら

「満
州
移
民
は
何
よ
り
も
人
選
が
重
要
で
、
純
真
の
年
少
者
が
適
格
で
あ
る
。
」
と
青
少
年
移
民

案
を
主
張
し
た
。
日
中
戦
争
が
本
格
化
し
、
移
民
適
齢
者
が
次

つ
ぎ
に
召
集
さ
れ
た
こ
と
を
背

景
に
、
石
黒
忠
篤

（農
村
更
生
協
会
理
事
長
）
ら
が

「満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
編
成
に
関
す
る

建
白
書
」
を
提
出
し
た
。
拓
務
省
は
閣
議

（
一
九
一一一七
年
一
一
星
一一〇
日
）
を
経
て
義
勇
軍
制
度

を
創
設
し
、　
一
九
二
八
年

（昭
和

三
こ

第

一
次
の
全
国
募
集
を
し
た
。
長
野
県
か
ら
は
、　
一

一
二
六
人
が
応
募
し
て
、
茨
城
県
の
内
原
訓
練
所
に
入
所
し
た
。
訓
練
期
間
は
三
年
間
、
年
齢

は

一
六
～

一
九
歳
で
職
歴
は
問
わ
な
か

っ
た
。
訓
練
期
間
中
の
生
活
費

。
渡
航
費
な
ど
は
全
て

支
給
さ
れ
た
。
第

一
次
義
勇
軍
は
五
〇
〇
〇
人
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、
多
数
の
応
募
者
が
あ
り

七
七
〇
〇
人
が
採
用
と
な

っ
た
。
そ
の
募
集
人
数
は
国
か
ら
県

へ
割
り
あ
て
ら
れ
、
さ
ら
に
、

市
町
村
の
各
組
織
か
ら
各
小
学
校

へ
指
示
さ
れ
た
。
学
業
成
績
の
優
秀
な
次

。
三
男
を
お
も
な

対
象
に
と
、　
一
〇
町
歩
の
土
地
を
取
得
で
き
る
う
え
、
東
亜
の
新
建
設
に
も
貢
献
で
き
る
と
い

う
話
が
繰
り
返
さ
れ
、

「教
師
の
指
導
」

の
名
の
下
に
学
校
教
育
が
徹
底
的
に
利
用
さ
れ
た
。

そ
の
翌
年
に
は
長
野
県
単
独
編
成
の
義
勇
軍
が
送
出
さ
れ
、
続
い
て

一
一
団
ま
で
編
成
さ
れ
全

国

一
位
の
満
州
開
拓
移
民
の
県
と
な

っ
た
。

四
　
満
州
移
民
の
営
農

。
生
活
、
帰
国
後
の
開
拓
事
業

満
州
開
拓
が
軌
道
に
乗

っ
て
か
ら
は
、
団
共
同

。
部
落
共
同

。
組
共
同
、
そ
し
て
個
人
経
営

の
形
態
を
と
っ
て
、
適
正
規
模
農
業
経
営
で
家
族
が
自
作
自
営
し
、
安
定
し
た
生
活
を
維
持

。

向
上
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

泰
阜
村
分
村
の
現
況
に
つ
い
て

「入
植
地
の
三
江
省
樺
川
県
大
八
浪
に
は
、
伊
那
谷
の
山
中

で
は
想
像
も
で
き
な
い
豊
か
な
農
地
が
待

っ
て
い
た
。
肥
料

を
や
ら
な
く
と
も
ジ
ャ
ガ
芋
は
お
と
な
の
コ
プ
シ
以
上
も
大

き
く
な

っ
た
。
豊
か
に
実
る
稲
穂
の
波
…
…

『
あ
の
泰
阜
の

山
中
に
い
れ
ば

一
生
う
だ
つ
は
上
が
ら
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

き
て
よ
か
っ
た
。
」
会
合
の
た
び
ご
と
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、

希
望
に
満
ち
た
話
に
花
が
咲
い
た
。
ネ
コ
の
額
の
よ
う
な
農

地
に
へ
ば
り
つ
い
て
る
郷
里
の
仲
間
た
ち
を
呼
ん
で
や
ろ
う
。

こ
ん
な
言
葉
も
交
わ
さ
れ
た
。
「
丁

〓
一年
た

っ
た
ら
里
帰

り
で
も
し
よ
う
。」
郷
里
に
錦
を
飾

っ
て
帰
れ
る
見
通
し
も

つ
い
た
。
二
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
、
述
べ
て
い
る
。

開
拓
団
総
局
か
ら
の
農
産
物
の
増
産
、
日
本

へ
の
輸
出
の

要
請
も
あ
っ
て
、
営
農
の
工
夫
に
取
り
組
み
成
果
を
上
げ
た

（表
７
・
↓
。

満
州
国
政
府
も

「興
農
合
作
社
」

（
一
九
四
〇

年
）、
「満
州
農
業
公
社
」
２

九
四
一
年
）
を
設
立
し
、
農
産

物
の
管
理
と
流
通
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

第

一
〇
次
佐
久
郷

（帰
農
開
拓
団
）
で
の
開
拓
状
況
に
つ

い
て
、
開
拓
団
員
だ

っ
た
日
暮
千
曲
は
次
の
通
り
記
し
て
い

る

（原
文
を
要
約
）。

軍
用
保
護
馬
六
〇
頭
と
共
に
入
植
。

ハ
イ
、
ド
ウ
の
日

長野県立歴史館研究紀要 8号 (2002.3)

(単位 :筋 )表 6 満州開拓作付け面積の増加傾向

年

作付面積

営農戸数

―戸当面積

10,000

3,100

3.2

24,000

7,000

3.4

49,000

12,000

3.9

91,000

20,000

4.5

125,000

28,000

4.5

175,000

37,000

4.7

239,000

47,000

5.1

(注 )満州国通信社編『満州国開拓年鑑J(1944年)に よる。
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本
語
が
通
じ
る
。
初
め
て
の
人
間
に
は
馬
具
そ
の
他
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
そ
の
苦
労
は

並
々
な
ら
ず
。
地
区
内
に
住
む
中
国
人
を
使

っ
た
り
、
彼
ら
の
手
引
き
を
受
け
た
り
で
、

す
き
起
こ
し
、
地
な
ら
し
、
畝
立
て
を
繰
り
返
す
。
輪
作
中
心
の
在
来
農
法
と
、
北
海
道

農
法
の
改
良
の
両
用
で
い
く
。
播
種
の
時
は
順
調
で
、
プ
ヨ
や
シ
オ
カ
ラ
も
出
な
い
で
、

広
大
な
畑
に
緑
の
芽
が
整
然
と
果
て
し
な
く
出
た
時
は
感
激
も
ひ
と
し
お
だ

っ
た
。
北
満

州
の
気
候
は
日
照
時
間
が
長
い
の
で
植
物
の
成
長
は
こ
と
に
早
い
。
「南
瓜
の
蔓
が
五
〇

セ
ン
チ
も
伸
び
る
」
も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な
い
。
日
本
で
使
う
野
菜
は
ほ
と
ん
ど
出
来
た
。

そ
ん
な
た
め
の

「開
拓
地
農
法
の
改
良
点
」
は

イ
　
飼
料
作
物

・
根
菜
類
の
新
種
の
導
入
で
、
飼
料
の
確
保
と
土
壌
の
改
良

口
　
役
畜
の
繁
殖
、
乳
用
の
山
羊

・
乳
牛
、
肉
用
の
豚

ｏ
羊
に
鶏
、
蜂
蜜
。
余
剰
分
は

販
売
。

ハ
　
基
本
農
具
―
再
墾
プ
ラ
ウ
、
レ
バ
ハ
ロ
ー
、
畔
立
器
、
除
草

ハ
ロ
ー
、
カ
ル
チ
ペ

ー
タ
ー
、
三
畦
カ
ル
チ

（各
戸
）
、
三
条
麦
播
器
、
豆
播
器
、
小
型
リ
ー
バ
ー
、

デ
ス
ク
ハ
ロ
ー

（共
同
）

一一　
春
耕
播
種
と
秋
耕
播
種
に
分
け
、
労
力
の
関
係
で
、
麦
類
は
不
耕
起
播
種
式
を
併

用
す
る
。

な
ど
で
、
「作
業
能
率
が
高
く
、
広
い
面
積
が
出
来
る
。
」
「圃
場
全
体
深
耕
で
き
、
雑
草
を

防
ぎ
、
作
物
の
生
育
良
好
」
「鉄
材
の
た
め
構
造
が
精
密
で
堅
牢
」
「畦
幅
を
自
由
に
変
え
ら
れ

る
。
」
等
々
あ
げ
ら
れ
た
。

大
豆
畑
も
、
ポ
ー
ミ
ー
畑
も
大
麦

・
小
麦
も
し

っ
か
り
実
り
、
落
ち
着
い
た
秋
を
迎
え
る
。

夕
効
捌
雌
開州

積

満

面

年

け
４２
付
‐９
作

表

満
州
の
秋
は
短
い
。
収
穫
が
大
変

だ
。
作
物
は
鎌
で
刈
り
取
る
。
中

国
人
も
雇

っ
て
大
車
で
脱
穀
小
屋

へ
運
ぶ
。
そ
し
て
、
厳
寒
の
冬
に
、

地
面
の
凍
る
の
を
待

っ
て
脱
穀
を

す
る
。
馬
に
石
の
ロ
ー
ラ
ー
を
引

か
せ
、
風
選
す
る
。

開
拓
地
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
学
校
教
育
で
は
な
く
、
開
拓
団
と
し
て
の
教
育
に
力

を
置
き
、　
一
般
学
校
教
育
の
方
針
に
則
り
な
が
ら
も
開
拓
地
の
実
情
に
即
し
た
教
育
と
し
て
、

特
に
家
族
主
義
、
協
同
主
義
、
国
土
愛
護
と
勤
労
開
拓
の
精
神
の
昂
揚
に
力
が
入
れ
ら
れ
た
。

開
拓
精
神
の
し

っ
か
り
し
た
後
継
者
の
育
成
は

「五
族
協
和
」
「
王
道
楽
土
」
と
結
ん
だ
、
強

い
願
い
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「目
下
、
開
拓
地
の
最
も
憂
う
べ
き
こ
と
は
、
青
年
男
女
の
離

村
で
、
都
会
の
事
務
員
、
職
工
、
駅
員
に
な
り
た
が

っ
て
い
る
。
」
と
、
『佐
久
郷
』
で
も
、
強

く
訴
え
て
い
た
。

一
九
四
五
年

（昭
和
一
一〇
）
八
月
九
日
ソ
連
の
参
戦
を
境
に
、
総
て
の
開
拓
地
で
日
本
人
は

追
わ
れ
て
、
満
州
国
は
消
滅
し
た
。
そ
の
終
戦
時
、　
一
〇
万
三
二
二
九
戸
、
三
二
万
〇
九
六
八

人
に
の
ぼ
っ
た
開
拓
者
の
う
ち
、
東
北
地
区
で
死
亡
し
た
人
は
四
万
六
〇
〇
〇
名
、
抑
留

ｏ
不

明
が
七
万
○
○
○
○
名
、
な
ん
と
か
祖
国

へ
帰
り
着
い
た
人
は
半
数
の

一
一
万
○
○
○
○
名
に

し
か
過
ぎ
な
い
。
そ
の
峻
厳
な
事
実
の
も
と
、
「①
領
土
拡
張
の
た
め
の
海
外
移
住
は
や
る
な
。

②
原
住
民
の
権
利
を
侵
す
海
外
移
住
は
や
る
な
。
③
国
家
権
力
に
よ
る
強
制
的
な
海
外
移
住
は

や
る
な
。
④
短
兵
急
な
海
外
移
住
は
や
る
な
。
」
と
、
満
州
移
民
に
つ
い
て
反
省
し
て
い
る

（
海
外
移
住
事
業
団
十
年
史
』

一
九
七
三
年
）。

一
九
四
五
年
、
四
六
年
の
混
乱
期
を
生
き
抜
い
て
満
州
か
ら
帰
国
し
た
長
野
県
開
拓
団
関
係

の
引
揚
者
は

一
万
六
〇
〇
〇
人
に
達
す
る
。
国
で
は

一
九
四
五
年

一
一
月

「緊
急
開
拓
事
業
実

施
要
領
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、　
一
九
四
六
年
四
月
、
長
野
県
で
も
開
拓
第

一
課

ｏ
二
課
が
設
置
さ
れ
、
開
拓
帰
農
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。

八
ヶ
岳
山
麓
の
野
辺
山
原

（南
牧
村
）
は
平
均
標
高

一
二
五
〇
屑
、
最
暖
月

（八
月
）
の
気
温

一
九

ｏ
三
度
の
高
冷
地
帯
で
あ
る
。　
一
九
四
二
年
に
は
約
二
〇
〇
〇
名
程
の
兵
隊
が
三
六
棟
の

兵
舎
に
駐
屯
し
て
い
た
。
終
戦
の
虚
脱
の
中
、
食
糧
問
題
と
人
回
収
容
政
策
の

一
助
に
と
部
隊

の
残
留
者
二
七
名
、
台
湾
製
糖
の
引
揚
げ
者
三
二
名
な
ど
合
計

一
二
〇
戸
が
入
植
し
、
三
六
〇

町
歩
の
野
辺
山
開
拓
が
開
始
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
道
路
や
小
川
や
排
水
溝
な
ど
除
く
と
、
戸

当
た
り
平
均
可
耕
地
は
二
町
歩
く
ら
い
に
な
り
、　
一
〇
町
歩
な
け
れ
ば
自
立
安
定
経
営
は
成
立

し
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
た
。

一
九
四
七
年

（昭
和
二
一
し

に
は
野
辺
山
開
拓
団
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
に
は
野
辺
山
開
拓
農

満州開拓の経過と長野県からの開拓民

作物品名 作付け面積

水 稲

大 豆
小 麦
大 麦
燕 麦
高 梁
粟

玉蜀黍

その他

20,000

26,500

11,000

5,300

16,400

7,000

9,200

14,600

40,000

合 計 150,000

(注 )満州通信社編『満州開拓年鑑』
(1943年 )に よる。
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業
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
入
植
の
動
機
を
異
に
し
、
土
地
配
分
と
土
地
拡
大
の
問
題
を
抱
え
な

が
ら
、
初
代
の
組
合
長
に
選
出
さ
れ
た
黒
岩

競
は
、
満
州
開
拓

（営
農
指
導
員
）
の
厳
し
い
体

験
と
教
訓
を
か
み
じ
め
、
厳
し
さ
に
耐
え
な
が
ら
行
動
す
る
不
撓
不
屈
の
開
拓
精
神
の
礎
石
を

築
く
取
り
組
み
を
し
た
。
そ
し
て
、
五
か
年
計
画
の
総
事
業
費

一
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
規
模
で
、

二
四
〇
町
歩
に
お
よ
ぶ
土
地
取
得
事
業
や
高
原
野
菜
生
産
販
売
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
黒
岩
競

は
再
度
組
合
長
に
就
任
し
て
、　
一
九
三
二
年
に
は
全
戸
電
気
を
導
入
し
、
電
気
の
明
か
り
と
共

に
開
拓
に

一
層
の
光
明
が
さ
し
こ
ん
で
、
ラ
ジ
オ

ｏ
テ
レ
ビ
他
の
文
明
の
利
器
が
入

っ
て
人
間

ら
し
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
ら
の
実
行
実
績
が
評
価
さ
れ
、
野
辺
山
開
拓
団

組
合
は

一
九
六
〇
年

（昭
和
一一五
）
信
毎
文
化
賞
に

一
九
六
三
年
朝
日
農
業
賞
と
輝
き
、
今
日

の
高
原
野
菜
の

一
大
産
地
の
繁
栄
を
生
み
出
し
て
い
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
開
拓
史
を
位
置
づ
け
た
市
川
健
夫
は

「満
州
に
お
け
る
農
業
経
験
を
生
か

し
た
野
辺
山
開
拓
地
の
よ
う
な
高
冷
地
に
お
け
る
商
業
的
混
合
農
業
は
最
も
理
想
的
な
型
で
あ

る
。
」
、
「野
辺
山
地
区
に
典
型
的
な
商
業
的
混
合
農
業
が
成
立
し
た
要
因
は
広
い
耕
地
で
合
理

的
輪
作
が
可
能
な
こ
と
、
集
落
形
態
を
散
村
に
し
て
酪
農
経
営
の
立
地
条
件
を
良
好
に
し
た
こ

と
、
自
然
条
件
に
適
し
た
疏
菜
栽
培
と
酪
農
経
営
に
徹
し
た
こ
と
、
開
拓
農
協
に
よ
る
農
業
経

営
の
協
業
化
、
一父
通
の
便
の
良
い
こ
と
な
ど
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
、
評
価
し
て
い
る
。

五
　
ま
と
め

０
　
長
野
県
下
の
昭
和
恐
慌
の
状
況
は
、
そ
れ
以
前
の
明
治

。
大
正
期
に
発
展

ｏ
繁
栄
し
た

蚕
糸
業
を
、
前
例
に
な
い
暴
落
に
よ
る
大
打
撃
に
よ
っ
て
社
会

。
経
済
全
体
を
萎
縮
さ
せ

た
。
そ
の
対
応
と
し
て
臨
時
県
議
会
で
、
県
独
自
の
新
施
策
が
議
決
さ
れ
、
産
業
振
興

。

農
村
振
興

。
失
業
者
救
済
の
土
木
事
業
の
強
化
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
た
。
さ
ら
に
負
債
整

理
の
た
め
に
農
村
経
済
更
生
運
動
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
負
債
整
理
の
解
決
は
な
か

な
か
困
難
で
、
国
策
と
な

っ
た
満
州
開
拓
事
業
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
解
決
が
は
か
ら
れ
た
。

そ
の
間
、
信
濃
海
外
協
会
が
プ
ラ
ジ
ル
移
民
の
経
験
を
生
か
し
て
、
愛
国
信
濃
村
建
設
運

動

へ
組
織
を
上
げ
て
調
査

。
宣
伝

。
啓
蒙

。
署
名

ｏ
募
金
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
結

果
、　
一
度
は
、
停
滞
し
た
満
州
移
民
が
、
広
が
り
を
も

っ
て
進
め
ら
れ
た
。

②
　
満
州
開
拓
の
経
過
で
は
試
験
移
民
開
拓
団
期
か
ら
長
野
地
区
が
模
範
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。
第
六
次

・
七
次

。
八
次
で
は
、
信
濃
村
か
長
野
村
と
命
名
さ
れ
た
全
県
編
成
の
開
拓

団
の
送
出
か
ら
、
全
国
初
の
分
村

。
分
郷
開
拓
団
、
県
単
独
義
勇
隊
開
拓
団
の
送
出
が
な

さ
れ
長
野
県
か
ら
の
大
量
移
民
の
流
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
開
拓
団
の
形
態
が
変

わ
る
時
に
は
長
野
県
が
独
自
に
先
取
り
し
て
い
る
。　
一
九
三
二
年
は
、
二
月
に
吟
爾
浜

（
ハ
ル
ビ
ン
）

付
近
で
交
戦
が
あ

っ
た
ば
か
り
な
の
に
、
　
一
〇
月
に
は
も
う
開
拓
団
が
入

植
す
る
な
ど
異
常
な
速
さ
で
移
民
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
潜
行
し
て
い
た
軍
部
の
政

策
に
拓
務
省
が
結
び
着
く
過
程
で
、
長
野
県
で
は

「官
民

一
体
」
と
い
う
形
で

「大
量
移

民
」
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
開
拓
移
民
事
業
は

「
五
族
協
和

ｏ
王
道
楽
土
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
大
義
名
分
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
漢
族
な
ど
他
の

四
族
に
は
理
解
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
移
民
す
る
人
た
ち
の
共
感
を
呼
ん
だ
。　
一
九
二

七
年
の
日
中
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
、
日
本
国
内
に
お
け
る
食
糧
不
足
が
顕
著
に
な
り
、

満
州
移
民
に
よ
る
食
糧
増
産
が
軍
部
を
中
心
と
し
た
政
府
か
ら
要
請
さ
れ
た
。

０
　
満
州
の
在
来
の
農
法
は
、
大
豆

。
高
梁

。
粟
の
三
年
輪
作
を
基
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

。

小
麦
も
加
え
た
主
穀
農
業
で
あ

っ
た
。
広
い
面
積
で
粗
放
的
畑
作
を
営
ん
だ
が
そ
の
生
産

性
は
低
か

っ
た
。
そ
の
改
善
の
た
め
開
拓
総
局
を
先
頭
に
農
具
の
改
良
や
畜
力
農
法
の
普

及
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
拓
改
良
農
法
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
有
畜
農
法
に
よ
っ
て
、
自

作
可
耕
面
積
も
増
え
、
地
力
も
肥
沃
化
さ
れ
生
産
力
も
向
上
し
た
。
だ
ん
だ
ん
に
将
来

ヘ

の
営
農
発
展
の
希
望
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
に
終
戦
に
な

っ
た
。
そ
の
と
き
の

各
開
拓
団
で
の
殺
数
と
破
壊
と
混
乱
と
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
く
、　
一
万
五
〇
〇
〇
人
も
の

犠
牲
者
を
弔
う
こ
と
に
な

っ
た
。
数
々
の
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
て
満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ

た
多
く
の
ひ
と
が
、
再
び
野
辺
山

（南
牧
村
）
や
大
日
向
開
拓
地

（軽
井
沢
町
）
に
入
植
し

て
、
農
業
を
営
ん
だ
。
そ
の
際
満
州
に
お
け
る
営
農
経
験
が
生
か
さ
れ
た
。

柚
木
俊

一
「農
村
経
済
更
生
計
画
と
分
村
移
民
計
画
の
展
開
過
程
」
「
日
本
帝
国
主
義
の
満
州
移

1 注



民
』
龍
渓
社
、　
一
九
七
六
年
）。

２
　
池
上
甲

一
「満
州
分
村
移
民
の
論
理
と
背
景
」
（
村
落
社
会
研
究
』

一
巻
二
号
、　
一
九
九
五
年
）。

３
　
玉
真
之
介

「戦
時
農
政
の
転
換
と
日
満
農
政
研
究
会
」
「
村
落
社
会
研
究
』
四
巻
二
号
、　
一
九
九
八

年
）。

４
　
信
州
大
学
日
中
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
実
行
委
員
会

（代
表
上
條
宏
之
）
『近
代
日
本
と
満
州
』
（銀
河
書

房
、　
一
九
九
五
年
）。

５
　
長
野
県
政
史
編
集
委
員
会
編

『長
野
県
政
史
』
第
二
巻

（
一
九
七
二
年
）
。

６
　
小
林
弘
二

『満
州
移
民
の
村
』
（筑
摩
書
房
、　
一
九
七
七
年
）。

７

「昭
和
六
年
　
失
業
救
済
農
業
山
漁
村
臨
時
対
策
低
利
資
金
県
債
許
可
稟
請
書
１
」
地
方
課
、
長
野

県
立
歴
史
館
蔵
。

庶
第
四

一
号
、
昭
和
六
年
四
月

一
六
日

南
佐
久
郡
野
澤
町
長
　
　
並
　
木
　
齢
　
輔

長
野
縣
知
事
　
鈴
　
木
　
信
　
太
　
郎
　
殿

起
　
債
　
許
　
可
　
稟
　
請

失
業
救
済
農
村
漁
村
臨
時
対
策
事
業
資
金
並
転
貸
資
金

二
充

ツ
ル
為
起
債
ノ
件
別
紙
ノ
通
り
町

会

二
於
テ
議
決
候

二
付
御
許
可
相
成
度
左
記
書
類
添
付
此
段
及
稟
請
候
也
　
　
　
（後
略
）

８
　
永
田
和

『信
濃
海
外
移
住
史
』
（信
濃
海
外
協
会
、　
一
九
五
二
年
）。

９
　
山
田
昭
次

『近
代
民
衆
の
記
録
』
（新
入
物
往
来
社
、　
一
九
七
八
年
）。

１０
　
注
８
参
照
。

■
　
桐
生
悠
々

「新
満
州
に
於
け
る
信
濃
村
の
創
造
」
「
海
の
外
』

第

一
一
八
号
、　
一
九
三
二
年
）。

‐２
　
弥
栄
村
史
刊
行
会

『弥
栄
村
史
』
貧

九
八
六
年
）。

・３
　
長
野
県
開
拓
自
興
会
満
州
開
拓
史
刊
行
会

『長
野
県
満
州
開
拓
史
』

一
～
三

（東
京
法
令
、　
一
九
八

四
年
）。

・４
　
日
暮
千
曲

『佐
久
郷
』
（佐
久
郷
刊
行
委
員
会
、　
一
九
九
五
年
）。

・５
　
注
１３
参
照
。

‐６
　
信
濃
毎
日
新
聞
社
編

『
平
和
の
か
け
は
じ
―
長
野
県
開
拓
団
の
記
録
と
願
い
』

（信
濃
毎
日
新
聞
社
、

一
九
七
六
年
）。

‐７
　
注
１４
参
照
。

‐８
　
注
１４
参
照
。

・９
　
市
川
健
夫

『高
冷
地
の
地
理
学
』
（令
文
社
、　
一
九
七

一
年
）。

（付
記
）

私
は

一
九
四

一
年
、
父
の
転
勤
と
と
も
に
中
国
に
渡
り
、
北
京
市
城
東
第

一
小
学
校
に
入
学
し

た
。
後
に
、　
一
九
八
二
年
か
ら
三
年
間
、
上
海
日
本
人
補
習
授
業
校
で
奉
職
し
た
。
そ
れ
ら
へ
の
こ
だ

わ
り
か
ら
長
野
県
開
拓
自
興
会
主
催
の

「満
州
最
後
の
旅
」

で
、
か

つ
て
の
第
五
次
黒
台
信
濃
村

。
第

六
次
南
五
道
同
長
野
村

（東
安
省
密
山
県
）
の
地
を
訪
間
さ
せ
て
も
ら
っ
た

（報
告
書

『長
野
県
開
拓

自
興
会
二
〇
〇
〇
年
記
念
誌
し
。
現
地
の
人
と
、
当
時
の
営
農
の
よ
う
す
や
、
小
学
校
へ
の
道
す
が
ら

出
会

っ
た
こ
と
な
ど
語
り
あ
っ
た
。
今

一
度
、
か
つ
て
の
満
州
開
拓
の
た
め
の
大
量
移
民
の
歴
史
は
な

ん
だ
っ
た
の
か
、　
さ
ら
に
、
引
き
揚
げ
た
開
拓
民
が
、

「緊
急
開
拓
事
業
」

に
成
功
し
た
事
例
に
つ
い

て
、
考
察
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

満州開拓の経過と長野県からの開拓民
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